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詳しくは、👇 

▶▶▶ 裏面に『上野南部地区の歴史と文化』から「愛宕神社編」を掲載しています 

 

＜気をつけよう！消費者トラブル＞ 

みなさんは、「お試し無料」「今だけ特別価格」と言われたら、気になりますか？ 

テレビやネット広告につられて、ついつい通信販売などを利用することもあると思います

が、「初回はお試し価格で購入した商品が、定期購入となっていて、商品が次々届く。しか

も２回目からは高額請求…。解約したいが、電話がつながらずに解約できなくて困ってい

る。」「お試し無料のはずが、５回買うことが条件になっていて、高額請求された。」など、

甘い言葉につられて購入条件をよく読まずに購入してしまい、トラブルになるケースが多

く、気をつける必要があります。 

また、催眠商法も消費者トラブルが多い代表の一つです。「卵や食パンなどの食品や洗剤

などが無料でもらえると、友人に誘われ販売会場に行ってしまい、その場の雰囲気にのまれ

て必要のない高額商品を山のように買わされてしまった。お金を返してほしい。」など、言

葉巧みに高額商品を購入させられトラブルに発展するケースが多いです。 

「無料」「儲かる」などの甘い言葉にはくれぐれもお気をつけください。 

もしものときは、家族や身近な人に相談したり、警察☎「#9110」番や 

消費生活相談専用ダイヤル、☎１８８番「いやや」にご相談ください。 

 

震度７の大地震が発生したという想定で、恵

美須町自治会の防災訓練が行われました。 

各組長さんが組内の安否確認を行い、組内の

皆さんと一緒に移動し、恵美須町の一時立寄所

に設置された本部へ報告。水消火器で、消火訓

練も実施しました。 

                                 

した。 

 

地震災害に対する備えについての講話を受講

し、過去の地震についての説明と、伊賀市で地

震が起こった場合、どのような被害が想定され

ているかなど話を聞いた後、簡易図上訓練（イ

メージトレーニング）をみんなで行いました。 

講話の後、地区市民センターが避難所となっ

た際の、段ボールベッド体験を行い、続いて、

電気やガスが使えなくなった時を想定した食事

体験として、カップラーメンとアルファ化米を

お湯ではなく備蓄水で戻したものを試食しまし

た。水消火器で、消火訓練も実施しました。 

詳しくは、👇 

＜８月２７日開催＞ ＜９月３日開催＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『上野南部地区の歴史と文化』神社編より 
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慶長 5（1600）年に、小天狗清蔵坊（※）

が神宮寺である大福寺（明治 2 年廃止）を創建

し、元和 2（1616）年には、藤堂高虎が勝軍

地蔵権現を勘定し、新たな社殿を造営しました。

当時の棟札には「元和２年大旦檀那藤堂高虎」

とあり、加えて本願主に小天狗清蔵坊の名前が

確認できると記録にあります。城下町において、

上野天神宮と並び藩主や庶民から信仰を集めて

いた愛宕神社。藤堂高虎が、愛宕神社別当の大

福寺に対して眼病平癒の期待を寄せていまし

た。また、歴代藩主が越国する時には愛宕神社

にお参りしていたことからもその信仰の深さが

うかがえます。 

毎年、7 月 23 日に夏祭りが行われます。 

以前は、花火が打ち上げられていました。 

また、愛宕神社の夏祭りに欠かせないのが、

麦芽水飴を煮詰めて白くなるまでのばして作

る、じょうせん飴です。 

※小天狗清蔵坊とは 

戦国時代、伊賀国依那具郷山出の里で生まれ、天狗に似て

いたことから小天狗と呼ばれていました。幼少の頃より神仏

を敬い、山にこもって難行苦行の修験道で修業をし、その後

伊賀に帰り愛宕山教雲院に住みました。その頃、伊賀の寺院

は天正伊賀の乱の戦火で荒廃しており、そのことを嘆いた小

天狗は、再び戦火が生じることのないようにと火産霊大神で

ある垂迹愛宕権現の神籬を造営し、かねてよりあった教雲院

を大福寺と改称宮別当としました。その後、故郷の勝因寺に

退隠し寛永九（1632）年八月入寂。 

『小天狗清蔵坊顕彰記』より引用 

本殿は、桁間五間、梁間二間の入母屋造

り。向拝三間で向拝には軒唐破風がつき、

檜皮葺き（のちに銅板葺きに改められ、軒

は二間繁垂木となる）。平面は正側三方を

縁にして擬宝珠高欄を巡らせている。本柱

は総円柱で、土台、縁長押、内法長押、頭

貫で軸部を固め、組み物を出三斗。木鼻は

隅柱だけでなく柱頭に丸彫の獅子、象、龍

を入れ、正側三面には中備として蟇股を入

れ向拝にも彫刻的要素を多用しています。

全体的に極彩色を施し、彫刻された華やか

な作風は本殿が造営された江戸時代初期

の代表的な建物です。昭和 37（1962）

年に三重県教育委員会より文化財の指定

を受けています。 

本殿について 

伊賀市上野愛宕町 1825 

 

 

 
 

次回、愛宕神社編＜その２＞を紹介

します。お楽しみに！ 

三重県指定文化財の愛宕神社本殿 

愛宕神社拝殿 


